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学生(本 学看護学部2年 生4名 、3年 生4名)に 、以下








1)名 古 屋 市 立 大 学 看 護 学 部(生 化 学)
2)名 古 屋 市 立 大 学 看 護 学 部(小 児 看 護 学)
1)Nagoya　City　University　School　of　Nursing(Biochemistry)
2)Nagoya　City　University　School　of　Nursing(Child　Nursing)





















理解度 は、通訳付 きで行 われた病院 の見学(3月19
日、21日)が88%あ るいは84.4%と高率であっ た。他
方、理解度が低か ったプログ ラムは、3月18日 午前 の
2つ の科 目で、 それぞれ48.8%および36.7%と低 か っ
た。 これ はシ ドニー大学学生 と同 じ講義室で受講 した
精神看護学の授業で、前 もって学習 のポイ ン トが資料
と して配布 されて いて、授業時 は ビデオ映像を活用 し
て問題の提起が行 われ たのち、 それに対 して学生が 自
分 の考えを述べ る もので あった。本学の学生の理解不
足 は、英語 による講義で あることは一番の要因で ある
が、予め資料を読む時間を確保す ることが困難で あっ
た点 も挙 げられ る。 シ ドニー大学学生 と一緒に受講す
るスタイル は同 じで も、学内実習科 目であ る3月18日
Nursing　Concepts-tutorial　clinical　l bや3月20
日Nursing　Practice　3A　clinical　l bの理解度 はそ
れぞれ62%と56%であった。 この ことは、実習を伴 う
科 目は講義中心の授業 よりも理解度が高い ことを示 し
て いるとも言え るが、実習内容がすで に本学 で履 修済
みの内容であ った ことも理由の一つ と考え る。





























































事前に勉強(=準 備)し てお くことである。同行教員










表7あ るいは図1か ら判断して、これ らの勉強はど
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の立場か らすると重圧を感 じることが多々あった。 しか
し、 ここで紹介 したように参加学生か らはよい評価が得
られていると思 う。
研修の成否は、研修先での内容もさることなが ら、出
かけるまでの事前準備の充実度が左右する。今回は準備
のためにいろいろと指示を与えたが、後期には3年生が
臨地実習に追われることになるために準備時間の確保に
苦労 した。参加学生の決定を含めてスケジュールを早め
ることも検討すべきと考える。
研修プログラムに対する評価を、理解度、満足度の尺
度で数字として出 した、また、次年度のプログラムとし
て追加、継続、削除すべ きプログラム内容を挙げて貰っ
た。 この結果は、今後の研修プログラム作成の上で貴重
な資料 となる。
今回の研修で、学生達は 「研修そのもの」以外に多 く
のことを学んだ4)。その具体的な表れが、最後の質問の
『今後 「看護の学習」に対 してどう考えるか』に対する
回答である。回答はどれ も優等生的な内容であるが、研
修後の素直な気持ちと受け止めて今後の学習姿勢を見守
りたい。
